
真鶴町グランドデザインの策定について 
 

１．策定の背景・目的 

人口減少や高齢化が進み、神奈川県で唯一「過疎地域」に指定された真鶴町

では、この先何十年にもわたり自立していくために、長期にわたる町の方向性

を示すグランドデザインを作っています。 

グランドデザインでは、町全体として、過疎対策・自立促進を図りつつも、

真鶴らしさを極力残していく方向性を検討しているところです。 

また、町全体での方向性を基に、主要な地区ごとの方向性を示したグランド

デザインも作ることで、地区ごとの特色を出していきたいと考えています。 

真鶴町の将来イメージを定めていくうえで、町民の皆様のご意見も伺いな

がら進めていきたいと考えていますので、どうぞご協力をお願いいたします。 

 

２．地区グランドデザインの対象地区 

下図に示すような「岩漁港周辺地区」、「真鶴半島地区」、「真鶴港周辺地区」、

「真鶴駅周辺地区」の４つの地区ごとに地区のグランドデザインを作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩漁港周辺地区 

真鶴港周辺地区 

真鶴半島地区 

真鶴駅周辺地区 



３．各地区グランドデザインのコンセプト等（案）について 

各地区のグランドデザインを作るにあたり、町では、以下のように各地区の

コンセプト等を考えています（現時点での町としての案です）。 
 

岩漁港周辺地区 

■コンセプト 

岩漁港のポテンシャルを活かして観光・交流人口を増大させ、「まちの活力」

として、地域の活性化を図る 

■方向性 

・漁業のさらなる振興 

・岩地区のにぎわい創出 

 

真鶴半島地区 

■コンセプト 

真鶴の「まちの源」として、御林をはじめとした貴重な地域資源を守りつつ、 

この場所に来たときに「真鶴らしさ」を味わえるような活用も検討する 

■方向性 

・御林をはじめとした自然、歴史、文化の保全 

・観光、滞留拠点の整備による地域の魅力向上 

 

真鶴港周辺地区 

■コンセプト 

歴史を感じる「まちの起点」として、貴船まつりや様々なイベントを通じて、

にぎわいの創出を図る 

■方向性 

・県が施設整備を進める中、ソフト的な施策による真鶴港周辺の魅力向上 

・真鶴港周辺地区の町施設の再活用等による にぎわいの創出 

 

真鶴駅周辺地区 

■コンセプト 

「まちの顔」として、交通利便性の向上と来訪客の増加に向けて整備する 

■方向性 

・都会的な整備ではなく、美の基準を意識した昔ながらの良さを活かす整備 

・ロータリーの再整備による人の流入の誘導 

・安全かつ快適に移動できる駅前、にぎわいのある駅前の形成 

岩漁港周辺地区 

真鶴半島地区 

真鶴港周辺地区 

真鶴駅周辺地区 




